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【手続補正書】
【提出日】平成27年11月26日(2015.11.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　次の成分（Ａ）、（Ｂ）及び（Ｃ）：
（Ａ）ロキソプロフェン又はその塩
（Ｂ）テルペン類
（Ｃ）次の成分（Ｃ－１）及び（Ｃ－２）からなる群より選ばれる１種以上：
　（Ｃ－１）下記一般式（１）
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【化１】

［式（１）中、Ｘは単結合又は酸素原子を示し、Ｙはメチン基又は窒素原子を示し、Ｒ1

は水素原子、水酸基又はアルキル基を示し、Ｒ2は置換基を有してもよい環状アミノ基、
又は置換基を有してもよいアミノアルキル基を示し、Ｒ3は水素原子又はハロゲン原子を
示す。］
で表される化合物又はその塩
　（Ｃ－２）多価アルコール
を含有する医薬組成物。
【請求項２】
　成分（Ｂ）が、イソボルネオール、イロン、オシメン、カルベオール、カルボタナセト
ン、カルボメントン、カルボン、カレン、カロン、カンフェン、カンフル、ゲラニオール
、サビネン、サフラナール、シクロシトラール、シトラール、シトロネラール、シトロネ
ル酸、シトロネロール、シネオール、シメン、シルベストレン、チモール、イソツジョー
ル、ツジョン、テルピネオール、テルピネン、テルピノレン、トリシクレン、ネロール、
ピネン、ピノカンフェオール、ピノール、ピペリテノン、フェランドラール、フェランド
レン、フェンチェン、フェンチルアルコール、ペリリルアルコール、ペリリルアルデヒド
、ボルネオール、ミルセン、メントール、メントン、ヨノール、ヨノン、リナロール及び
リモネンよりなる群から選ばれる１種以上である請求項１記載の医薬組成物。
【請求項３】
　成分（Ｃ）が、クロルフェニラミン及びその塩、並びにジフェンヒドラミン及びその塩
よりなる群から選ばれる１種以上である請求項１又は２に記載の医薬組成物。
【請求項４】
　成分（Ｃ）が、グリセリン、１，３－ブチレングリコール、ソルビトール、マンニトー
ル、ジプロピレングリコール及びポリビニルアルコールよりなる群から選ばれる１種以上
である請求項１又は２に記載の医薬組成物。
【請求項５】
　半固形又は液状製剤である請求項１～４のいずれか１項に記載の医薬組成物。
【請求項６】
　リニメント剤、ローション剤、外用エアゾール剤、ポンプスプレー剤、軟膏剤、クリー
ム剤、ゲル剤、テープ剤又はパップ剤である請求項１～５のいずれか１項記載の医薬組成
物。
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